
季刊

医療法人みずほ会情報誌　www.kochi-mizuho.com

2013　Ｖｏｌ . 6
4 月号

　３月下旬に、介護職員の育成、教育の面で交流のある、現地財団の紹介でフィリピンの病院を視察して来ました。
マニラから車で、南へ約 40分、日本企業も多くある工業団地を抜けると、サントトマスという街に入りました。
今回はこの街にある、セント・カブリニ医療センターを訪問しました。セント・カブリニ医療センターは、当初、
日本の関係会社の従業員 8,000 人以上とその家族の医療ニーズに応えるために、1998 年に開設しました。サン
トトマスの周辺にものいくつかの工業団地があり、他の企業と周辺地域の医療を担うことになりました。良いサー
ビスや近代的な医療技術・ノウハウを優先的に提供する医療機関となっています。また、総合的ながん医療を提
供する施設でもあり、院内にがん研究所を設けています。放射線療法、化学療法、手術などの従来の医療に加えて、
研究所では、栄養医学などの補完療法、鍼治療、リハビリテーションや精神ケアなどのサービスを提供しています。
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日本、特に高知県では少子高齢化が進行しています。今後、あらゆる分野での労働者の確保が課題となると思わ
れます。とりわけ、医療・介護での人材不足が深刻になります。私達は、優秀な人材の育成に力を入れ介護職員
の教育に取り組んでいます。それでも、今後は人材確保が困難になると予想し、外国人の受け入れを真剣に考え、
取り組み始めました。現在、フィリピンからの労働者 7名の中 5名が、高知に来て就労しています。今回は、日
本国籍の方もおりますので、日本に永住することが可能です。7名は、マニラの研修施設で 7カ月間、日本語研
修を受けておりますので、日本語での通常会話について大きな問題はありませんが、漢字や方言（土佐弁）には
苦労しています。また、日本の風習や生活習慣の違いや、日本での新しい仕事にもまだまだ慣れていません。し
かし、１年後には必ず他の職員と同じレベルになるものと思っています。今後も、増々、人材確保が社会問題に
なるものと思いますが、今のうちから課題に取り組んでいきたいと思います。
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高知大学

小規模多機能ホームあさくら
グループホームあさくら

小規模多機能ホームあさくら

◎通い（デイ）、訪問介護、泊まり（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）が 365 日 24 時間必要に応じて利

　用できるサービスです。

◎介護が必要になっても、小規模多機能ホームあさくらが住み慣れた自宅での生

　活をお手伝いいたします。

◎多くの介護サービスを利用しても定額制なので介護保険の利用限度額を超える

　心配がありません。※他のサービス利用の場合を除きます。

◎ショートステイの宿泊料は 1泊 2,000 円です。

管理者

大崎洋一

所在地 /〒 780-8063　

高知県高知市朝倉丙５３３－１

TEL 088-856-8032

FAX 088-856-8033 

登録定員 /25 名  内宿泊定員　 5 名

　　　　　　　   通い定員　  15 名

平成 24年 8月に開設しました。

小規模多機能ホームあさくらでは、「通い」「宿泊」「訪問」といった 3つのサー

ビスを組み合わせて在宅生活を支援していきます。馴染みの地域で、「安心」して

暮らし続けて頂けるよう、馴染みのスタッフが、利用される方一人ひとりのライ

フスタイルに合わせて支援を行い、その人らしい人生を送ることができる様お手

伝い致します。

ケアビレッジあさくら
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24 年度も、多ノ郷小学校の、空き缶回収に各事業所が協力させていただきました。この日、多ノ郷小学校

で行なわれた贈呈式には、曽我部事務長と片岡管理者が参加させていただきました。大切に使用させてい

ただきたいと思います。本当にありがとうございました。今年度も引き続き協力させていただきます。

車椅子贈呈式

高知市春季火災予防運動に合わせて、グループホームあさくらで避難訓練を行いました。

18人の入居者のうち、9人は車椅子や杖が必要な方です。非常ベルが鳴ると、職員は指示、誘導、通報に

分かれて行動を開始し、誘導担当者は入居者の手を引き、非常階段から屋外に避難しました。避難完了ま

で約7分でした。火災はあってはいけないものですが、気をつけていてもいつ起こるか分からないものです。

特に、夜間など人手が少ない時には、冷静に迅速に対応することが重要です。あわてず怪我人を出さずに

全員が避難できるよう今後は月に 1回は訓練を行いたいと思います。
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～多ノ郷小学校～
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グループホームあさくら ～消防訓練～
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